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協
働
に
よ
る
新
た
な
長
門
市
の
創
造

「
第
３
次
長
門
市
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
、
経
営
型
行
政
運
営
を
目
指
す

11

　

市
で
は
、
限
ら
れ
た
経
営
資
源

（
人
・
モ
ノ
・
金
・
情
報
）
を
有
効

に
活
用
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
２
次
８
年

に
わ
た
り
「
長
門
市
経
営
改
革
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
行
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
人
口
の
減
少
と
少
子
高

齢
化
の
進
行
、
地
域
経
済
の
低
迷
、

権
限
移
譲
な
ど
、
市
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
高
度
化
・
多
様
化
す
る

行
政
課
題
に
対
応
す
べ
く
、
新
た
な

視
点
で
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
、
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
29
年
度

ま
で
の
４
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る

「
第
３
次
長
門
市
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
第
３
次
長
門
市
経
営
改
革
プ
ラ

ン
」
は
、「
行
政
改
革
大
綱
」
と
「
行

政
改
革
実
施
計
画
」
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
行
政
改
革
大
綱
」
は
、
行
政
運

営
の
考
え
方
と
改
革
の
方
向
性
を
示

し
た
『
方
針
』
で
す
。

　

こ
の
大
綱
は
、
民
間
の
委
員
で
構

成
す
る「
長
門
市
行
政
改
革
懇
話
会
」

か
ら
の
提
言
を
尊
重
し
、
市
長
を
本

部
長
と
す
る
「
長
門
市
行
政
改
革
推

進
本
部
」
で
検
討
を
重
ね
策
定
し
ま

し
た
。

●
改
革
の
必
要
性

　

大
綱
で
は
、
改
革
の
必
要
性
と
し

て
次
の
４
点
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

１ 

行
政
運
営
の
改
革

　

財
政
や
人
員
体
制
な
ど
行
政
に
お

け
る
経
営
資
源
の
限
界
か
ら
、
地
域

の
課
題
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
全
て
を
行

政
が
解
決
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民
、
自
治

会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
、
行
政
等
が
役

割
と
責
任
を
分
担
し
合
い
、
住
み
良

い
「
長
門
市
」
を
創
っ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２ 

職
員
の
意
識
改
革

　

厳
し
い
財
政
状
況
や
少
子
高
齢
化

を
起
因
と
し
た
課
題
な
ど
、
全
て
の

職
員
が
危
機
意
識
を
共
有
し
、
改
革

に
向
け
て
力
強
く
進
む
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

３ 

財
政
運
営
の
健
全
化

　

歳
入
規
模
・
構
造
に
見
合
っ
た
歳

出
構
造
へ
の
転
換
を
図
る
と
と
も

に
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
選
択
と

集
中
の
徹
底
、
公
共
施
設
の
抜
本
的

な
見
直
し
を
進
め
る
な
ど
持
続
可
能

な
財
政
運
営
を
目
指
す
よ
う
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

４ 

地
域
活
力
の
向
上

　
「
市
民
協
働
条
例
」
や
「
な
が
と

成
長
戦
略
指
針
」
に
基
づ
く
取
り
組

み
と
行
政
改
革
の
取
り
組
み
を
連
動

さ
せ
、
市
民
、
地
域
、
団
体
、
企
業
、

行
政
が
共
通
認
識
の
も
と
、
地
域
活

力
の
向
上
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
改
革
の
理
念

　
〝
自
ら
の
ま
ち
の
あ
り
方
は
、
自

ら
が
考
え
、
自
ら
で
創
り
あ
げ
る
〞

こ
と
を
基
本
に
、
市
民
と
行
政
と
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活

力
の
向
上
を
目
指
し
て
改
革
を
進
め

る
た
め
、「
協
働
に
よ
る
新
た
な
長

門
市
の
創
造
」
を
改
革
理
念
と
し
ま

す
。

●
改
革
の
視
点

　

行
政
改
革
は
、
こ
の
長
門
市
を
健

全
な
姿
で
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の
取
り

組
み
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
「
管
理

型
」
行
政
運
営
か
ら
、
財
政
の
健
全

化
や
行
政
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
中
心

と
し
た
『
量
の
改
革
』
と
市
民
目
線

に
立
っ
た
質
の
高
い
、
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
効
率
的
に
供
給
で

き
る
『
質
の
改
革
』
を
併
せ
て
行
う

「
経
営
型
」
行
政
運
営
へ
の
転
換
を

目
指
し
ま
す
。

策
定
の
背
景

行
政
改
革
大
綱

　
「
行
政
改
革
実
施
計
画
」
は
、「
行

政
改
革
大
綱
」
を
着
実
に
実
行
す
る

た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
事
項
を

示
し
た
『
計
画
書
』
で
す
。

　

行
政
改
革
推
進
本
部
で
進
行
状
況

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
て
計
画
を
見
直
す
な
ど
、
柔

軟
か
つ
的
確
に
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
経
営
改
革

　

室　
　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
２
１

　

gyoukauku@
city.nagato.lg.jp

行
政
改
革
実
施
計
画

市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上

行政サービスの充実 窓口業務の充実、市税等納入方法の多様化、地域福祉の充実など

業務マニュアルの充実と活用 業務マニュアルの充実、窓口業務用対応マニュアルの統一など

行政評価を活用した事務・事業の
点検

行政評価システムの改善、総合計画や予算・決算との連携と公
表など

協
働
に
基
づ
く
取
り
組
み

お
よ
び
成
長
戦
略
の
推
進

協働の仕組みづくり 市民活動支援センターの設置及び公民館との連携など

市民と行政の情報の共有化 告知端末機の整備、助成制度の整理と発信、タウンミーティン
グ等の見直しなど

協働主体の育成と連携 地域づくり協議会設立の推進、市民活動団体の支援、ネットワー
クの確立など

成長戦略の推進 農地集積バンクの設立、合同会社（LLC）の設立、観光プロモー
ション活動など

　

職
員
の

　

意
識
改
革

人材育成システムの再構築 人材育成基本方針の改定

職員研修の充実 研修計画の策定と実施、人事交流の推進など

職員提案制度等の活用 職員提案制度運用の見直し

人事管理の整備・充実 人事評価制度の拡充など

重点課題 1：市民ニーズへの的確な対応（質の改革）

持

続

可

能

な

財

政

運

営

歳入の確保 収納率の向上、使用料・負担金等の適正化、広告料等新たな財
源の確保など

歳出の見直し 職員数の削減等による人件費の抑制、庁用車の適正管理、投票
所の見直しなど

計画的な財政運営 財政健全化判断比率の適正化、地方債残高の縮減、水道ビジョ
ンの策定など

効
率
的
・
効
果
的
な

組
織
体
制
の
整
備

定員管理の適正化 定員適正化計画の推進

組織機構の見直し 組織機構改編計画に基づく組織機構の見直しなど

業務の電子化の推進 業務継続計画の策定、個人番号制度の導入、自治体クラウドの
研究など

アウトソーシングの検討と実施 保育園・公民館・CATV・リサイクル施設など

公
共
施
設
の

効

率

的

な

設
置
・
運
営

施設管理台帳の整備と公共施設等
総合管理計画の策定 公共施設のデータベース化、公共施設等総合管理計画の策定

施設運営の整理・合理化 庁舎、保育園、学校給食センターなど

重点課題 2：効率的・効果的な行政経営（量の改革）

※「第3次長門市経営改革プラン」と行政改革懇話会の「提言書～輝ける長門市の将来に向けて～」は、　市ホームペー
　ジに掲載しています。また、本庁総務課経営改革室および各支所で閲覧することもできます

行政改革懇話会の提言書を大西市長
に手渡す黒瀬会長（昨年 11 月 20 日）

「行政改革実施計画」の主な取り組み　


